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臨

時
A
Q

一
A

五

月

就
任
あ

さ

つ

し瓦

議
議

長長
瀬
正
左
衛
門

副
議
長

早

川

光

図

d色、
~ 

よ
る
川
月
二
卜
凶
日
に
地
行
さ
れ
ま
し
た
地
方
議

会
議
以
統
一
選
挙
の
結
果
、
新
た
に
選
挙
さ
れ
た
叩

山
市
議
会
に
よ
る
初
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
、

議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
栄
誉
あ
る
議
長
、
副
議

長
に
枕
任
い
た
し
ま
し
た
。

私
ど
も
身
に
余
る
光
栄
で
、
ま
こ
と
に
感
激
を
し

て
お
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
職

衰
の
重
大
さ
を
自
覚
し
、
市
民
の
皆
様
が
た
の
ご
期

待
に
沿
い
う
る
よ
う
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

川
A
7

の
経
済
環
応
は
厳
し
く
、
行
財
政
改
車
が
叫

ば
れ
て
お
り
ま
す
今
日
、
市
政
を
と
り
ま
く
状
況
は
、

依
然
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
も
状
況
の
中
で
、
本
市
は
県
都
と
し
て
着
実

に
発
展
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
六
十
一
年
開
催
の
か
い
じ

肉
体
、
ま
た
叩
府
駅
の
河
一代
化
な
ど
、
対
応
し
な
け
れ
ば

主
ら
な
い
問
題
が
山
村
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
懸
案
字
削
引
を
解
決
し
な
が
ら
市
民
生
活

の
安
定
向
上
と
発
展
を
期
す
る
た
め
に
、
私
達
議
会

も
、
議
決
機
関
と
し
て
の
議
会
の
使
命
の
重
大
さ
を

桶
感
し
、
市
川
氏
の
皆
僚
の
負
託
に
こ
た
え
る
べ
く
適

切
な
議
会
一
連
営
の
も
と
、
執
行
機
関
と
協
力
し
て
、

山
政
発
展
の
た
め
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
万
全
を

則
し
て
ま
い
リ
た
い
土
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
に
枕
仔
に
あ
た
り
ま
し
て
決
怠
の
一
端
を
申

し
上
げ
、
小
山
氏
の
山
山
行
機
か
た
の
ご
理
解
と
今
後
一

一層

の
ご
1
4
級
、
ご
仙
川
悦
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
ト
げ
て
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

時臨月5 



議
長
選
瀬
童
橋
氏
い
当
選

口
一
行
一
一
一
一
副
議
長
ぽ
早
川
、
，
光
閏
民
日

五
月
臨
時
議
会
出
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市
議
会
改
選
後
の
初
談
会
で
あ
る
臨
時

市
議
会
は
瓦
月
十
八
日
に
招
集
さ
れ
、
正

副
議
長
主
ど
新
議
会
の
機
成
が
決
ま
り
ま

し
た
。

正
副
議
長
の
選
出
に
つ
い
て
は
、
投
票

の
結
果
、
第
六
十
四
代
議
長
に
長
瀬
氏

(
政
友
会
)
が
、
第
七
十
五
代
副
議
長
に

は
早
川
光
図
氏
(
公
明
党
)
が
そ
れ
ぞ
れ

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
議
会
に
お
け
る
内
部
落
作
機
関
と

し
て
、
議
案
、
請
願
、
陳
情
等
の
審
公
並

び
に
調
住
を
行
う
た
め
、
条
例
に
よ
り
設

置
を
さ
れ
て
い
る
四
つ
の
常
任
委
民
会
、

並
び
に
議
会
運
営
に
関
す
る
議
長
の
必
問

機
関
で
あ
る
談
会
運
営
委
民
会
の
椛
成
が

決
ま
り
ま
し
た
。
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光ィF

勝
一
蛤
監
査
委
員
に

飯
島

↓
男
氏

男元l

議
会
選
出
の

‘，rbF掛

2
3早
川

崎

、
千

通

4
・
冒
騎
光
悶
氏
の
任
期

J
b
v
L
A量
、
制
満
了
に
伴
い
、

新
た
に
飯
山
一
切

氏
を
選
任
す
る
議
奈
が
今
臨
時
会
に
提
出

さ
れ
、
全
会

一
放
を
も
っ
て
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

(
飯
島
勇
氏
の
略
歴
)

川γ
府
市
大
手
一
丁
目
三
番
凹
号

県
立
中
府
工
業
学
校
卒
業

市
議
会
議
員
二
期

総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
、
建
設
経
済
常

任
委
員
会
委
員
長
を
歴
任
、
五
十
六
オ

善「;Iff 
員王政

を穂;中I

選合合

挙

甲
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広
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甲
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議
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(
新
藤
昭
良
氏
の
略
歴
)

昭
和
二
十
一
年
八
丹
市
役
所
に
入
所
以

来
、
余
画
調
務
部
長
、
統
一
併
部
長
、
叩
府

市
水
道
事
業
管
理
者
を
歴
任
、
五
十
五
才

(
保
坂
一
氏
の
略
歴
)

昭
和
二

1
一
年
七
月
市
役
所
に
入
所
以

来
、
水
道
局
下
水
業
務
初
当
主
幹
、
参
事
、

市
立
叩
府
病
院
事
務
局
長
を
廃
任
、

十
孔
卜
一
色

J

(
荻
原
克
己
氏
の
略
歴
)

昭
和
二
十
一
年
九
月
市
役
所
に
入
所
以

来
、
企
画
室
主
夜
(
課
長
)
、
企
画
部
長
、

経
済
部
長
を
歴
任
、
五
十
五
才

新
助
役
に
新
藤
氏

収
入
役
に
荻
原
氏

監
査
委
員
に
保
坂
氏

を
同
意

本
臨
時
会
に
、
三
神
俊
一
郎
助
役
の
日

戦
返
仔
に
伴
、
つ
後
任
と
し
て
新
総
昭
良
氏

を
、
三
月
三
十
一
日
に
退
職
し
た
古
屋
昭

収
入
役
の
後
打
に
H

伏
原
克
己
氏
を
、
同
じ

く
小
林

一
彦
前
川
上
旬
委
員
の
後
任
と
し
て
保

坂

一
氏
が
提
楽
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
窓
し

ま
し
た
。
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秋山雅司
干ー靖氏1m寸ー目 7-20 

公明党 1制
定:1'51- 1618

周囲 修
国母七丁目 6-7
日本共産党 2 j明

霊宝26一一1838

千野 町事
泌回二丁目 6- 2
市政同志会 2 J明

定ヨr35一一3827

中西 久
美咲一丁目 2-11

政友会 5 J明
霊ヨr51-3109

堀内征治
官JJ;i、町39-8 
公明党 1 Jt11 
C41-8886 

飯島 勇
大手一丁目 3-4
社会党・市民連合 2期

笠宮fi2一一6758

• 長田 沼音量
干塚四丁目 5- 19 

政友会 1 J制
宮~53一一 1153

小林 匡
土孟昔日二ニ寸ー目 7- 13 
社会党市民連合3期

霊堂53- 4786

.':命政男
可丹'.':¥釘J670-4

市政同志会 2 J羽
宮~52一一 3007

野村袈信
車月気三三丁目 21ー 11

政友会 1 J朗
宜~33-9683

堀内光雄
青沼一丁目 2-22 

公明党 4 J羽
宏~35-6437

森沢幸夫
干場四丁目 1-8

政新会 1期
霊堂52-0013

甲府市議会だより

飯沼 忠
Lll苦言留Tl530一一20
政新会 1 J明
宜~51一一 1430

小沢綱雄
菅沼二丁目 5- 7

政友 会 7期
霊ヨr35-1476

斉藤憲二
五E守守二二寸ー目 8 -16
社会党 ・市民連合 1期

安雪26-3336

内藤秀治
飯田三三寸ー目 10-16

政新会 7 J胡
C22-9093 

早川武男
事事升Zヨ宇留Tl983
政友会 7 J明
世~32一一 1222

依田敏夫
上石田三丁目 2-26
政新会 1期
宜~22-2356

上田英文
寸て草段f'tì~厨J994
政新会 5 J明
霊堂41-6600

小沢政審
国母七丁目 3 - 1
市政同志会 3期

宜雪22- 5473

a 
~野褒明

新田町15ー 5
政新会 3 J問
安ヨr22-5268

a‘ 内藤幸男
土星音匹三三寸ー目 2-23 

政新会 4 J明
霊堂52-9185

三井五郎
耳Z尚己弓F筒J264
政友会 7期
宜~35-0903

渡辺勝男
本目当三二二寸ー自 7-24 
市政同志会 1期

霊堂33-9382

牛奥公費
事事升=弓F厨J2385

市政同志会 1 J朗
C35- 5851 

q 
Aa. 

川名正剛
西田町 5- 43一一 1
政新会 1 J凶
宮~52-2532

清水節子
伊勢四丁目 21- 1 

政新会 1 Jt1I 
寝苦35- 6510

中込孝文
t酉守斤厨Tl141-1 
社会党・市民連合 2期

安~32一一5383

原因正八郎
太田町 9-15
政友会 3 J関
電~37-:U91

富島雅康
寿 町 15-4

政新会 2 J明
fヨr26-5048

昭和58年 6月1日

岡伸
」二1BJ1484

社会党・市民連合 2期
置~41 -3722

剣持府主盤
耳ヨ.!!.1蘭Tl390

政新会 1 JUI 
宮~52一一5391

a邑
鈴木豊後
i1l!団主三寸'目 10一一28
社会党・市民連合 2甜l

C51一一5080

長響詩~2335
政友会 4 Jt11 
宜~33一一2033

~除

桶島 勇
Lll主主厨J86

政新会 2 J捌
霊堂52一一2701

武川.和好
、 機械厨J84ー 5
日本共産党 4 Jt11 

C35一一3705

(出各議員の写真の下には氏名・住

所・所属会派・当選回数・電話

番号を掲載してあります。

なお、掲載順序は50音順です。
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日・』
市
川
川

而
川
山
川

三
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
三
月
七
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
っ
て

行
わ
れ
、
八
氏
が
各
党
派
を
代
表
し
て
昭
和
五
十
八
年
度
予
算
・
教
育

行
政
・
国
体
開
催
・
ミ
ニ
工
業
団
地
・
商
工
振
興
対
策
等
当
面
す
る
市

政
の
問
題
点
を
と
り
あ
げ
、
活
発
な
質
問
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

甲府市議会だより

【
問
】
昭
和
五
十
八
年
度
予
算
の
特
徴
と

市
税
収
入
の
見
通
し
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

【
答
】
歳
入
耐
で
は
、
近
年
十
三
パ
ー
セ

ン
ト
の
で
伸
ぴ
て
き
た
市
税
収
入
が
、
五

十
八
年
度
に
お
い
て
は
経
消
不
況
等
の
杉

響
が
大
き
く
五
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び

に
と
ど
ま
り
急
激
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
も
、
五

十
七
年
度
予
算
比
で
二
十
七
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
の
減
、
間
決
算
対
比
で
十
二
・
四
パ

ー
セ
ン
ト
の
減
、
国
庫
支
出
金
に
つ
い
て

も
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
っ
て
い
る
が
、

昭和58年 6月 l日

市
僚
に
つ
い
て
は
国
体
関
連
、
財
源
対
策

償
等
の
酬
明
敏
で
二
十
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト

の
伸
び
を
見
込
み
、
な
お
、
財
政
調
終
基

金
の
取
り
く
ず
し
を
含
め
て
、
一
般
会
計

総
矧
で
三
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
明
と
低
い

伸
び
率
と
な
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
地
方
財
政
計
画
で
は

0
・

九
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
率
で
あ
る
。

歳
出
面
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
反

映
し
て
、
一
般
行
政
資
に
つ
い
て
は
五
十

五
、
五
十
六
年
度
十
凶
パ
ー
セ
ン
ト
台
、

五
十
七
年
度
七
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び

を
は
た
が
、

U
十
八
年
度
に
お
い
て
は
、

実
行
二
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
に
抑
、
え

る
一
万
、
八
ム
山
川
代
は
十
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、

ま
た
、
総
出
金
に
つ
い
て
は
、
二
卜
山
パ

ー
セ
ン
ト
と
仰
び
て
お
り
非
常
に
厳
し
い

状
汎
で
あ
る
が
、
主
要
争
業
に
つ
い
て
は
、

実
施
計
画
に
必
づ
き
所
要
飢
を
す
べ
て
計

上
し
た
。

市
税
収
入
の
見
通
し
は
、
長
期
景
気
の

低
迷
に
よ
る
所
得
の
伸
び
な
や
み
、
人
勧

凍
結
等
に
よ
る
似
人
消
費
の
孫
ち
込
み
等

不
安
定
な
経
済
要
因
の
中
で
、
一
応
、
国

の
経
済
見
通
し
を
基
調
と
し
た
地
方
財
政

計
画
を
目
安
に
し
て
、
こ
こ
数
年
最
も
低

い
五
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
を
見
込
み

総
鰍
百
七
十
七
億
八
千
七
百
万
円
余
り
を

予
算
計
上
し
た
。

市
税
の
伸
び
が
、
一
ケ
タ
台
に
鈍
化
し

た
の
は
、
こ
こ
数
年
来
の
こ
と
で
あ
り
、

厳
し
い
税
環
境
下
で
は
あ
る
が
、
納
税
者

の
四
位
解
を
得
る
中
で
、
昭
和
五
十
八
年
度

の
財
似
健
保
の
た
め
に
、
職
員
一
体
と
な

り
、
課
税
客
体
の
把
縦
、
収
納
率
の
向
上

等
に
一
一
層
の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

-一千
H
吐一

T出
-
T
1

1
ロ
J

ク
塀
は

苛
H
H
d

市
H
』
一
〕
下
I
J

=
=
4
F
句
、
=
』
・
A

、4

」
一
ZJ
一7
ヵ

口
地
震
防
災
対
策
口

【
問
】
地

μ安
全
対
策
の
耐
か
ら
、
小
学

校
通
常
d

路
に
お
け
る
ブ
ロ

ッ
ク
財
調
資
後

の
対
応
始
置
及
び
公
共
施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク

財
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

【
答
】
来
泌
大
地
政
の
発
生
に
そ
な
え
て
、

児
童
の
通
学
上
の
安
全
国
叩
保
を
図
る
た
め
、

全
小
説
'
校
通
学
路
に
点
紅
す
る
ブ
ロ
ッ
ク

切
の
状
況
に
つ
い
て
的
年
一
月
か
ら
三
月

ス
路

ン
道

エ
学

フ
通

ら
た

けい

，

か
れ

い

A

ク
さ

t

ツ
普

品

口
改

札

ν
ブ

h
悼

に
か
け
て
実
施
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
調
公
対
象
と
な
っ
た
六
六

瓦
か
所
の
プ
ロ
ッ
ク
塀
の
っ
ち
、
老
朽
化

に
よ
る
亀
裂
な
ど
が
あ
る
も
の
、
控
、
ぇ
喰

の
な
い
も
の
等
が
相
当
数
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
の
緊
急
的
対
策
と
し
て
、
各

学
校
P
T
A
等
に
お
い
て
、

一
通
学
路
の
変
更
の
可
否

一
発
生
時
に
お
け
る
危
険
物
か
ら
の
避

鮒
指
導
の
徹
底

一

危
険
プ
ロ

ソ
ク
甥
所
有
者
へ
の
改
善

要
望

な
ど
を
般
討
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
策

を
進
め
て
き
た
。

し
か
し
、
危
険
プ
ロ

ソ
ク

M
等
に
刈
す

る
改
議
口
問
山
砲
の
み
な
ら
ず
、
危
険
工
作
物

及
び
危
険
物
内
防
止
等
に
つ
い
て
、
本
市

の
防
災
対
策
の
視
点
か
ら
阪
本
的
対
策
を

検
討
す
る
た
め
、
庁
内
に
対
策
会
議
を
設

置
し
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

な
お
、
公
共
地
設
の
ブ
ロ
ッ
ク
槻
に
つ

い
て
は
、
崎
也
鋭
市
法
革
法
ど
お
り
施
行
し
て

あ
る
こ
と
を
体
認
し
、
安
全
が
的
保
さ
れ

て
い
る
。

3
月
4
日
制
開
会
・
提
案
理
由
の
説
明

日
日
山
)
休
会

7
日
川
本
会
議

8
日
同
J

一
質
疑
及
び
市
政
一
般
質
問

9
日
附
」
本
会
議

質
疑
及
び
市
政
一
般
質
問

条
例
・
予
算
特
別
委
員
会

設
置

主
主
員
会
付
託

叩
日
州
各
常
任
委
員
会

日
日
刷
本
会
議
・
各
常
任
委
員
会

報
告

ロ
目
的
予
算
特
別
委
員
会

日
日
川
休
会

川
内
日
川
J

~

γ

条
例
・
予
算
特
別
委
員
会

問
日
山
一

初
日
川
J

~

γ

休
会

幻
日

ω」

お
日
附
本
会
議

条
例
・
予
算
特
別
委
員
会

報
告

地
震
防
災
対
策
・
甲
府
駅

近
代
化
・
国
民
体
育
大
会

対
策
各
特
列
委
員
会
中
間

報
告

問
問
ム
E

5
月刊日

H
ω

J 
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【問】

国
体
主
会
場
負
初
金
の
経
過
と
、

県
営
緑
が
丘
公
図
運
動
場
の
市
営
化
に

つ

い
て
聞
き
た
い
。

【答】

国
体
主
会
場
の
負
仰
い
金
は
五
十
七

年
度
当
初
に
お
い
て
は
、
三
十
六
億
九
千

万
円
で
あ
っ
た
が
、
同
年
南
部
隣
接
区
域

約
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
拡
大
、
さ
ら
に
プ
ー

ル
の
新
設
等
に
よ
り
全
体
で
四
十
三
億
八

千
万
円
と
推
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
周
辺
捺
備
に
係
わ
る
本
市
の
市

費
の
投
入
額
は
約
七
億
七
千
万
円
で
あ
る

た
め
、
主
会
場
建
設
に
係
わ
る
本
市
の
負

担
は
約
五
十
一
億
六
千
万
円
と
な
る
。

緑
が
丘
公
園
運
動
場
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
昨
年
、
県
と
協
議
し
基
本
的
方
向
の

確
認
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
国
体
開
催
時

ま
で
に
は
少
な
く
と
も
本
市
が
小
瀬
に
計

画
し
た
松
度
の
運
動
施
設
を
確
保
す
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

liql 

dl {問】

中
学
生
非
行
の
実
態
と
そ
の
防
止

対
策
並
び
に
青
少
年
の
非
行
対
策
の
方
針

に
つ
い
て
何
い
た
い
。

{
答
}
中
府
市
の
最
近
に
お
け
る
中
学
生

の
非
行
の
状
況
は
γ
五
十
六
年
度
に
お
い
て

は
十
五
件
六
十
八
人
、
五
十
七
年
度
は
十

二
件
五
十
五
人
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
非
行
を
防
止
す
る
た
め
に

こ
の
た
び
私
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
支
持
を
得
、
第
三
十

一
代
甲
府
市

長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

川

日
に
日
に
市
長
と
し
て
の
責
任
の
重
さ

を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
本
市
は
い
ま
、
か

w…統
一恥……買…税引い示。

γ

いつ…川

一
h
-
t
v

議
会
の
協
力
を
得
な
が
ら

除
、
♂
抗
ν

新
し
い
街
づ
く
り
を
l

d
曇

電

ぜ

甲

府

市
長
原

忠

い
じ
国
体
、
甲
府
駅
の
近
代
化
な
ど
の

タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
の
あ
る
大
き
な
事
業

を
抱
え
て
い
る
こ
と
と
、
本
市
の
新
総

合
計
画
が
後
期
に
入
っ
て
い
く
と
い
う

大
変
重
要
な
時
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
私
は
、
市
政
の
執
行
に
あ
た

い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

川

新
体
制
に
入
つ
て
の
具
体
的
な
政
策
州

に
つ
き
ま
し
て
は
、
六
月
定
例
議
会
に

お
き
ま
し
て
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

伽

す
が
、
基
本
的
に
は
、

い
の
ち
と
く
ら
叩

し
を
守
る
た
め
多
く
の
事
業
に
取
り
組

ま
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
前
市
長
の
政
策

川

を
継
承
し
つ
つ
、
そ
の
前
進
を
図
っ
て

帥

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

酬

長
び
く
不
況
と
経
済
の
低
迷
の
引
で
川

地
方
自
治
を
と
り
ま
く
諸
状
況
に
は
非
伽

常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

酬

の
よ
う
な
と
き
こ
そ
、
市
当
局
も
議
会
川

も
、
心
新
た
に
し
て
よ
り
よ
い
叩
府
市
川

を
め
ざ
し
、
市
政
を
運
営
し
て
い
く
こ
帥

と
こ
そ
が
、
市
民
の
負
託
を
受
け
た
私
削

た
ち
の
責
務
で
あ
る
と
考
、
え
ま
す
。
市

"

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
恥

し
上
げ
ま
す
。
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り
ま
し
て
は

H

公
正

・
清
潔
。
「
市
民
の

手
に
よ
る
市
民
の

た
め
の
市
政
」
を
積
極

的
に
推
進
し
、

こ
れ
ら
の
事
業
を
一
つ
ひ

と
つ
解
決
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
市
議
会
の
議
員
の
み
な

さ
ん
方
の
ご
理
解
ご
協
力
を
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

も
と
よ
り
執
行
機
関
と
議
決
機
関
は
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
の
違

い
は
あ
り
ま
す
が
、

市
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
と
い
う
点
で
、

あ
る
い
は
明
る
く
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を

進
め
る
と
い
う
点
で
、
目
的
は
一
致
し
て

+J' 一

児

童

、
生
徒
に
対
す

る
理
解
を
深
め
、
教
的
と

児
童
、
生
徒
の
信
頼
関
係

を
確
立
し
徹
底
し
た
例
別

指
導
に
努
め
る
。

二
全
教
職
員
が
生
徒
指

導
の
重
要
性
を
自
覚
し
一

体
と
な
っ
て
取
組
み
、
特

に
暴
力
行
為
等
に
つ

い
て

は
毅
然
た
る
態
度
で
指
導

に
あ
た
る
。

三

家

庭
生
活
を
充
実
さ

せ
る
た
め
、
学
校
の
指
導

方
針
を
家
庭
、
地
域
に
徹

底
さ
せ
、
非
行
が
発
生
し

な
い
地
域
環
境
づ
く
り
に

努
め
る
。

等
、
積
極
的
に
す
す
め

て
い
き
た
い
。

ま
た
、

青
少
年
の
健
全

育
成
に
つ
い
て
は
、

一
明
る
い
家
庭
づ
く
り

の
推
進

二
愛
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の

虫
化

三
青
少
年
を
と
り
ま
く

社
会
環
境
の
浄
化

等
、
基
本
方
針
を
た
て
、

青
少
年
対
策
本
部
を
中
心

に
、
青
少
年
の
た
め
の
市

民
会
談
、
育
成
会
、

P
T

A
等
の
協
力
を
得
な
が
ら

深
刻
化
し
て
い
る
青
少
年

の
非
行
対
策
を
推
進
し
て

い
き
た
い
。
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林
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区
調
整
が
中
心
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
新
琢
美
小
学
校
の
周
辺
が
道

路
工
事
や
、
年
金
会
館
等
の
建
設
工
事
で

混
雑
し
通
学
路
等
に
問
題
も
生
じ
る
の
で
、

こ
の
学
区
調
整
は
二
年
間
凍
結
し
、
そ
の

問
、
地
元
と
十
分
協
議
を
重
ね
、
学
区
決

定
を
行
う
こ
と
で
関
係
者
と
了
解
が
得
ら

れ
た
の
で
、
四
月
移
転
開
校
時
は
、
両
校

と
も
現
在
学
区
の
ま
ま
と
し
た
。

五
十
八
年
度
に
お
い
て
こ
の
地
域
の
立

地
診
断
、
環
境
評
価
等
の
調
査
を
行
い
、

こ
れ
に
基
づ
き
基
本
計
画
を
策
定
す
る
考

え
で
あ
る
。

入
居
業
種
等
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
実

施
し
た
意
向
調
査
を
も
と
に
県
及
び
関
係

機
関
の
協
力
を
得
て
決
定
し
て
い
き
た
い
。

、、‘
.

l

l

、、

L
h

、、也、
t
1
a
'
u
g
h
e

レ
し
げ
ハ
ド
ゴ
氏
，
註
、
L
l
A
到寸

オ
立
口
;
ノ
ユ
ォ
ロ
匝

ど
の
人
仰
い

ヨ
尼
面
一
J
W
J
Mヅ
/

E
E
E
J

、，E
杯
、
E
a
-

-少
/
〆

f

:
義
務
勿

J

【
問
】
北
部
山
岳
地
域
振
興
計
画
の
策
定

の
経
過
と
現
況
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

【
忽
ニ
地
元
代
表
、
市
民
代
表
、
学
識
経

験
者
等
で
構
成
す
る
「
甲
府
市
北
部
山
岳

地
域
振
興
計
画
策
定
委
員
会
」
は
、
か
ね

て
か
ら
‘
北
部
地
域
の
振
興
計
画
を
検
討

し
て
き
た
が
、
先
に
、
計
画
研
究
委
員
会

よ
り
基
本
構
想
、
基
本
計
画
素
案
が
提
示

さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
素
案
が
示
す
振
興
計
画

の
内
容
に
つ
い
て
行
政
対
応
と
し
て
の
基

本
的
事
項
の
協
議
と
各
部
局
間
等
と
の
調

整
を
進
め
、
さ
ら
に
計
画
研
究
委
員
会
と

も
調
族
協
議
も
と
と
の
い
、
計
画
の
成
案

も
得
た
。

地
域
計
画
の
も
つ
特
殊
性
に
基
づ
き
計

画
策
定
に
慎
重
な
対
応
を
図
っ
て
き
た
が
、

本
年
度
中
に
は
計
画
策
定
委
員
会
に
諮
り

基
本
計
画
を
確
定
し
た
い
。

な
お
、
基
本
計
画
に
基
づ
く
実
施
計
画

に
つ
い
て
は
、
計
画
策
定
委
員
会
で
の
市

民
参
加
の
あ
リ
方
等
の
検
討
を
踏
ま
え
、

五
十
八
年
度
中
に
策
定
し
た
い
。

昭和 58年度の主要な事業 (単位千円)

203，308 

310，751 

159，000 

559，600 

105，000 

6，348，549 
4，787，877 

865，712 

411，988 

29.802 

243，899 
35，447 

住宅建設用地取得

道路舗装事業

道路整備事業(貢)111号線ほか)

道路新設改良事業

橋りょう改良事業(西原橋、宮原大橋ほか)

上水道建設、改良事業

下水道建設

処理場築造

火葬場建設

公害対策

都市公園建設

公共施設緑化推進(学校、街路)

(18，816，573) 

193，279 

34，345 

448，178 

59，474 

314，009 

67，450 

161，430 

<>福祉向上のための事業

身体障害者福祉事業

老人生きがい対策

老人医療費助成事業

放急医療体制務イ賄事業

同和対策

カザードレール、カーブミラー設置

防災資

(4，331，664) 

1，111，208 

11，095 

136，492 

23，987 

71，279 
999，002 

574，000 

く〉産業振興、都市基盤整備のための事業

商工業資金貸付

観光開発整備

非補助土地改良事業

地籍調査

林道整備

街路事業の施工(上阿原町寿町線ほか)

甲府駅駅舎改良等工事費負担金

<>教育文化振興のための事業 (5，053，215) 

小学校新築、増改築 (春 日小、東小、相生小、羽黒小)

832，919 

800，797 

193，224 

97，043 

44，652 

80，302 

1，116，193 

26，696 

中学校増改築(束中、北中)

屋内運動場新増築(琢美小、相川小)

給食室改築(春日小、穴切小、国母小)

プール建設(琢美小)

学校開校事業

国民体育大会施設務備事業

留守家庭児童会

(22，519，535) 

522，849 

く〉生活環境整備のための事業

公営住宅建設事業
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条
例
特
別
委
員
会
は
、
付
託
さ
れ
た
条
例
案
等
十
二
件
を
三
月
十
四

日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
五
日
間
に
わ
た
り
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
い

ず
れ
も
会
員
異
議
な
く
当
局
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

審
査
に
あ
た
っ
た
特
別
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

昭和58年 6月l日

副
委
員
長

円
イ
川
光
凶

委
員
長

委

員

上

田

英

文

中

込

不

文

小
川
仇
綱
雄

富

永

政

男
込
山
中
川
雄小

河
原
正
日
中

中

西

久

臼

升

成

夫

附上~l 'I;~ 
回日仏

年J判
官主 kjk 展

(7) 

総
括
質
問

総
指
質
問
の
中
で
出
さ
れ
た
意
見
要
望

は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
か
い
じ
国
体
問
似
に
む
け
て
、
選
手

強
化
に
あ
た
っ
て
は
、
ジ
プ
シ
ー
的
選

手
係
用
が
な
い
よ
う
県
内
の
地
花
選
手

を
中
心
に
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。

甲府市議会だより

i議議重重

ま
た
、
小
中
学
生
の
授
業
が
行
事
の

参
加
及
び
そ
の
線
開
等
に
よ
っ
て
カ
ッ

ト
さ
れ
な
い
よ
う
配
慮
し
て
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
し
っ
か
り
守
る
よ
う
指
導
し

て
ほ
し
い
。
さ
ら
に
、
開
会
式
等
は
華

美
に
流
れ
ず
、
普
段
着
で
も
参
加
で
き

る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

一
叩
白
川
駅
近
代
化
等
に
伴
う
大
引
庖
の

出
応
、
既
存
大
刑
t
庖
等
の
地
床
計
画
が

提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
計
画
の
概
況
報

告
書
に
よ
る
と
大
引
庖
売
場
面
献
は
現

有
の
約
二
倍
と
な
り
、
売
上
高
は
五
割

か
ら
九
割
品
川
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
以

上
出
庖
等
を
認
め
る
と
、
周
辺
既
存
中

小
企
業
へ
の
彩
糾
は
厳
し
く
死
活
問
題

で
あ
る
。
市
と
し
て
意
見
を
ま
と
め
る

に
あ
た
っ
て
は
、
十
分
検
討
し
、
慎
重

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

一

工

事

請
負
の
工
事
完
成
保
証
人
に
つ

い
て
、
一
つ
の
業
者
が
同
一
業
者
の
何

件
か
の
保
証
人
と
な

っ
て

い
た
た
め
、

そ
の
業
者
の
倒
産
に
よ
る
不
州
事
態
に

三
月
九
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
総
務

会
い
民
会
、
民
生
安
民
会
、
往
設
符
治
安
川
民

会
、
水
道
委
以
会
の
各
委
日
以
会
に
分
川
付

託
さ
れ
た
昭
和

v
M
1
七
年
度
叩
山
川
市
一
般

会
計
制
正
予
MM
に
つ
い
て
、
々
什
安
い
以
会
と

も
卜
日
投
ひ
二
|
三
日
の
二
日
間
に
わ
た

り
足
立
日
以
会
を
聞
き
、
似
主
に
洛
の
し
た
紡

山
本
、
ケ
介
安
い
礼
会
と
も
全
日
以
県
議
な
く
当
い旬

以
来
の
と
お
リ
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

対
し
、
保
証
人
の
一肩一
が
わ
り
の
工
事
施

工
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
ケ

l
ス
を

指
摘
し
、
保
証
人
に
つ
い
て
は
、
工
事

量
等
を
勘
案
す
る
中
で
検
討
し
、
不
測

の
事
態
に
対
し
て
も
工
事
が
遅
滞
な
く

継
続
す
る
よ
う
指
導
し
て
ほ
し
い
。

一
中
府
商
業
高
校
の
教
育
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
施
設
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
教
職
員
の
積
極
的
な
人
事
交
流
、
男

子
生
徒
の
増
員
等
を
図
り
、
清
新
な
校

風
を
満
た
し
、
勇
猛
か
っ
達
な
生
徒
に

教
育
し
、
伝
統
あ
る
学
校
を
さ
ら
に
活

力
あ
る
学
校
に
そ
の
名
声
を
高
め
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。
特
に
教
員
の
人
事
交

流
は
制
度
的
に
困
難
な
面
も
あ
る
が
、

ス
ム
ー
ス
に
行
え
る
よ
う
努
力
し
て
ほ

し
い
。条

例
審
査

甲
府
古
川
市
民
会
館
条
例
の
一
部
改
正

国
母
市
民
会
館
の
廃
止
に
よ
る
代
替
施

設
と
し
て
小
集
会
室
的
な
も
の
を
、
地
元

消
防
団
の
車
庫
等
の
改
築
計
画
に
併
せ
て

般
討
し
て
ほ
し
い
と
の
安
望
が
あ
り
ま
し

た
甲
府
市
中
小
企
業
振
興
融
資
条
例
の
一

部
改
正

資
金
融
資
の
対
象
業
日
刊
が
不
汎
業
何
を

含
め
、
拡
大
さ
れ
た
新
し
い
制
度
で
あ
る

の
で
、
-
分
治
則
さ
れ
る
よ
う
市
民
に

M

M

似
的
に

P
R
を
し
、
産
業
似
胤
ハ
に
努
め
て

ほ
し
い
と
の
安
望
が
あ
り
ま
し
た
。

甲
府
市
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

住
宅
控
ぷ
に
あ
た
っ
て
は
、

M
地
域
の

み
に
川
よ
ら
ず
仰
山
政
策
J
、
市
内
全
域

の
バ
ラ
ン
ス
を
巧
出
し
て
ほ
し
い
と
の
一致

望
が
あ
り
ま
し
た
。

甲
府
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給

与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
郵
改

正消
防
団
活
動
に
私
費
負
担
を
し
て
い
る

面
も
あ
る
の
で
、
今
後
団
員
の
費
用
弁
償

鋲
は
増
額
す
る
よ
う
検
討
す
る
こ
と
。

小
河
原
議
員

市

村

議

員逝
去

つ刈 で原のや--.. しをさ議 .... 邑ー l本
つし小ご議た務， ~岡崎.. Iまたまれ長， ..... 司、 l年甲

しま ;UJ逝 民 め *fl'..... ~ Iた つ 等 '~'l'咽 i 一府

;izi e ia|鼠 lUi見|思 I~ i 
7か、れ凶を等 I... 司7&与 は 市 る、さ』..マヲ・hJ市議

;iiifi f守叫員、iziFt-zr軒
ipoH125;;;;i t;長Z52A詳
し表 H 、 り八当和輝 さ に に t のま当昭 氏

宅ヒf 主主農EZ詰古手長 2詰?五号平君自露 R



(8) 第57号甲府市議会だより昭和58年 6月1日

甲
府
市
の
昭
和
五
十
八
年
度
一
般
会
計
の
予
算
並
び
に
各
特

別
会
計
の
予
算
の
十
案
に
つ
い
て
三
月
十
二
日
か
ら
十
八
日
ま

で
の
間
六
日
間
に
わ
た
り
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も

全
員
異
議
な
く
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
審
査
に
あ
た
っ
た
特
別
委
員
と
委
員
会
審
査
の
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

堀込委員長

委
員
長

委

員

内

藤

秀

治

福

日

間

勇

鈴

木

盟

後

原
田
正
八
郎

早

川

武

男

土

屋

直

堀
込
徳武山市岡樋伊

川中村 口藤

副
委
員
長

手口繁輝 粕 常
好)~:男伸一八

子小小三小市
野沢林井林川

内
藤
川
町

政康五 正
日孝泰作目1¥匡雄

町
植
野
一
役
明

飯

島

勇

長
制
正
左
衛
門

川
明
内
半
ん
紘

秋
山
崎
山
次
郎

総
括
質
問

総
括
質
問
の
中
で
出
さ
れ
た
要
望
意
見

は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
国
の
行
政
改
が
と
経
済
の
停
滞
は
地

方
行
政
に
大
き
な
杉
響
を
も
た
ら
し
て

む
り
、
本
市
の
新
年
度
の
一
般
会
計
予

算
を
み
て
も
、
市
税
は
五
・
四
パ
ー
セ

ン
ト
の
伸
び
と
い
う
過
去
に
な
い
厳
し

い
も
の
と
な
り
、
加
、
え
て
地
方
交
付
税

は
二
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
国
庫
支
出

金
は
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
そ
れ
ぞ
れ
減

と
な
っ
て
い
る
。

一
方
市
債
が
二
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト

の
伸
び
を
一示
し
、
さ
ら
に
財
政
調
路
基

金
の
と
り
く
ず
し
を
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
あ
り
、
こ
れ
は
非
常
に
厳
し
い

予
算
内
容
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

従
っ
て
こ
れ
か
ら
の
財
源
確
保
に
つ

い
て
は
万
全
の
配
慮
を
し
、
よ
り
一
層

効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
、
総
合

計
闘
の
完
全
実
施
に
向
っ
て
努
力
す
る

こ
と
。

一
地
方
の
時
代
と
い
わ
れ
な
が
ら
依
然

と
し
て
三
割
自
治
で
あ
り
、
こ
の
言
葉

も
最
近
う
す
れ
が
ち
で
中
央
集
権
的
傾

向
が
強
く
、
地
方
交
付
税
の
伸
張
率
を

み
て
も
む
し
ろ
三
割
自
治
が
く
ず
れ
よ

う
と
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
と
理
解
さ

れ
る
が
、
地
方
自
治
体
の
白
、
玉
性
自
立

性
を
高
め
地
方
自
治
を
係
立
す
る
た
め

に
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、
よ
り

一
一
層
被
極
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た

t
L
V
 

一
現
'
引
の
行
財
政
対
策
委
員
会
は
当
面

す
る
問
題
へ
の
対
応
が
主
体
の
よ
う
だ

が
、
組
織
の
簡
素
化
、
合
理
化
、
事
務

事
業
の
見
直
し
、
定
員
の
抑
制
な
ど
に

も
点
剣
に
取
り
組
み
、
よ
り
一
層
行
政

の
減
量
化
を
推
進
し
て
ほ
し
い
。

一
日
取
近
全
国
的
に
例
性
あ
る
都
市
づ
く

り
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
街
路
、
公

共
施
設
の
紋
化
を
は
じ
め
、
当
面
の
駅

ビ
ル
、
駅
前
広
場
に
つ
い
て
は
本
市
独

自
の
例
性
あ
る
も
の
に
す
る
配
慮
を
す

る
と
と
も
に
、
由
緒
あ
る
町
名
に
つ
い

て
も
そ
の
歴
史
性
、
風
土
性
山
一
は
か
な
街

づ
く
り
を
行
っ
て
、
似
性
あ
る
都
市
づ

く
り
を
推
進
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
学
校
建
築
を
は
じ
め
公
共
施

設
に
つ
い
て
は
、
画
一
的
な
も
の
が
多

い
が
、
文
化
的
な
雰
閤
気
を
も
っ
た
ユ

ニ
ー
ク
さ
を
加
味
し
た
建
物
と
す
る
こ

と
も
十
分
検
討
す
る
こ
と
。

般
会
計
予
算

歳

出

(
民
生
費
)

一

児
童
遊
図
地
へ
の
水
飲
場
設
置
を
年

次
計
画
に
よ
っ
て
逐
次
行
う
こ
と
。

一

民

生

委

員

・
児
童
委
員
の
推
せ
ん
方

法
を
再
検
討
す
る
こ
と
。

一

ち

は

う

症
老
人
に
対
す
る
積
極
的
な

施
策
を
樹
立
す
る
こ
と
。

一
老
人
の
生
き
が
い
対
策
と
健
康
維
保

の
一
段
と
し
て
ゲ

l
ト
ボ
|
ル
場
設
遣

を
逆
め
る
こ
と
。

一
国
民
年
金
の
未
加
入
者
の
加
入
促
進

に
一
層
努
力
す
る
こ
と
。

(
衛
生
費
)

自
入
貝
ば
く
減
の
た
め
の
地
方
病
予
防

対
策
の
今
後
の
継
続
と
、

aHK
気
等
の
背
情

が
た
え
る
い
浄
化
槽
に
対
す
る
き
め
の
細

か
い
対
応
を
す
る
こ
と
。

(
農
林
水
産
業
費
)

稲
作
転
換
事
業
は
多
額
の
経
費
を
投
入

し
た
割
に
は
効
果
が
あ
が
っ
て
い
な
い
。

逆
に
農
業
生
産
は
低
下
し
、
農
業
の
衰

退
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
、
営
農
指

導
員
の
設
置
等
農
協
組
織
の
充
実
を
図
り

な
が
ら
農
業
生
産
技
術
の
向
上
に
鋭
意
努

力
を
図
る
こ
と
。

(
商
工
費
)

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

五
十
八
年
、
五
十
九
年
の
二
か
年
度
で
国

庫
補
助
を
受
け
な
が
ら
市
、
県
、
業
界
及

び
国
中
地
区
の
市
町
村
で
そ
れ
ぞ
れ
出
資

す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
に
よ
り
建
設
し
、

現
在
、
建
設
推
進
協
議
会
に
お
い
て
場
所

の
選
定
、
建
物
の
規
模
施
設
の
内
容
等
検

討
を
し
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
で
の
物
産
品

販
売
に
よ
っ
て
価
格
の
適
正
化
、
標
準
化

の
た
め
の
誘
導
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
の

考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

(
土
木
費
)

国
体
に
対
処
す
る
た
め
の
花
い
っ
ぱ
い

運
動
に
つ
い
て
は
、
国
体
開
催
時
に
は
、

た
く
さ
ん
の
花
が
必
要
と
な
る
の
で
、
五

十
八
年
は
花
の
苗
の
育
成
と
供
給
源
の
開

発
を
目
標
と
し
、
五
十
九
年
度
は
約
二
千

基
の
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
の
購
入
を
し
、
植

え
付
け
や
水
や
り
管
理
に
つ
い
て
は
、
各

自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
の
協
力
に
よ
り
、

市
民
意
識
の
啓
蒙
を
図
る
。
最
終
的
に
は

九
千
基
の
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
で
飾
り
、
花

を
育
て
る
運
動
を
展
開
し
て
い
く
、
と
の

考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。



昭和58年 6月1日

(
消
防
費
)

自
主
防
災
組
織
の
育
成
強
化
に
つ
い
て

は
、
地
域
住
民
の
意
識
高
揚
と
啓
発
に
つ

い
て
は
事
務
職
員
で
、
実
施
訓
練
等
の
指

導
に
つ
い
て
は
専
門
批
判
で
あ
る
二
名
の
消

防
職
員
に
よ
っ
て
対
応
し
て
い
る
が
、
ま

だ
十
分
と
は
い
え
な
い
の
で
、
今
後
特
に

実
地
訓
練
等
の
指
導
に
対
す
る
態
勢
強
化

に
意
を
注
ぎ
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
強

化
を
図
る
と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

(
教
育
費
)

非
行
防
止
対
策
に
つ
い
て
、
学
校
当
局

に
対
し
て
は
生
徒
自
身
の
自
立
的
、
自
治

的
な
集
団
生
活
が
で
き
る
よ
う
な
指
導
の

強
化
を
、
ま
た
教
師
に
対
し
て
は
き
め
細

か
な
個
別
の
対
応
が
で
き
る
よ
う
な
研
修

指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
社
会
教
育
の
面

か
ら
も
家
庭
教
育
講
座
の
開
設
等
に
よ
り

家
庭
教
育
の
徹
底
を
図
っ
て
い
き
、
そ
の

予
防
と
補
導
の
面
に
つ
い
て
は
、
市
長
部

局
の
青
少
年
対
策
担
当
と
一
体
と
な
っ
て

積
極
的
に
取
り
組
み
、
非
行
防
止
め
万
全

を
期
し
て
い
く
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

甲府市議会だより第 57号

昭和58年度

甲府市予算額

一般会計 346億4，063万円

特別会計 360億6，005万2千円

総額 707億68万2千円

(9) 

歳

入

国
庫
支
出
金
及
び
県
支
出
金
の
う
ち
特

に
零
細
な
補
助
金
に
つ
い
て
は
行
政
改
革

が
叫
ば
れ
て
い
る
折
か
ら
、
市
長
会
等
の

機
関
を
通
じ
そ
の
整
理
と
充
実
を
図
、
県

に
働
き
か
け
る
こ
と
。

特
別
会
計
予
算

(
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
)

保
険
料
の
滞
納
繰
越
分
の
徴
収
に
あ
た

っ
て
は
口
座
振
替
制
度
の
活
用
や
被
保
険

者
組
織
へ
の
加
入
促
進
な
ど
担
当
職
員
が

一
体
と
な
っ
て
、
さ
ら
に
創
意
工
夫
を
重

ね
な
が
ら
解
消
に
つ
と
め
、
健
全
な
国
保

財
政
を
維
持
し
て
い
く
旨
の
考
え
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

(
下
水
道
事
業
会
計
)

コ
ン
ポ
ス
ト
稼
働
に
伴
う
、
お
が
屑
確

保
に
つ
い
て
、
現
状
の
試
算
で
は
四
分
の

一
系
列
で
十
七
・
五
ト
ン
の
汚
泥
を
処
理

す
る
に
は
日
量
三
十
立
米
の
お
が
屑
が
必

要
に
な
り
、
こ
の
確
保
に
つ
い
て
は
市
内

の
製
材
業
組
合
と
約
束
が
さ
れ
て
お
り
、

安
定
供
給
の
見
通
し
で
あ
る
が
、
将
来
展

望
の
中
で
は
万
が
一
不
足
し
た
場
合
を
想

定
し
て
お
が
屑
の
生
産
を
も
含
め
た
検
討

を
し
、
慎
重
に
対
応
す
る
と
の
考
、
え
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

(
病
院
事
業
会
計
)

病
院
当
局
と
開
設
者
側
と
が
十
分
協
議

す
る
な
か
で
病
院
経
営
の
抜
本
的
な
見
直

し
と
、
ま
た
院
内
の
一
体
感
を
培
い
な
が

ら
魅
力
的
で
か
つ
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
医

療
体
制
の
充
実
に
つ
と
め
、
健
全
な
病
院

運
営
を
行
う
こ
と
。

甲
府
駅
近
代
化
促
進
並
び
に

交
通
問
題
調
査
特
別
委
員
会

本
特
別
委
員
会
の
主
な
調
査
活
動
は
次

の
と
お
り
で
す
。

駅
近
代
化
に
関
し
、
南
北
自
由
通
路
に

つ
い
て
地
元
要
望
の
北
口
分
岐
実
現
の
た

め
関
係
者
に
陳
情
し
強
く
要
請
を
し
た
が
、

分
岐
設
置
個
所
に
油
の
地
下
貯
蔵
タ
ン
ク
、

非
常
用
輸
送
線
路
の
確
保
の
必
要
と
、
通

路
に
勾
配
が
生
じ
構
造
上
無
理
が
あ
る
等

の
点
が
ネ
y
ク
に
な
り
、
当
面
分
岐
の
設

置
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
が
、
今
後
も
国

鉄
及
び
地
元
関
係
者
と
で
仮
称
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
北
口
広
場
の
有
効
利
用
と

と
も
に
継
続
的
に
検
討
し
て
い
く
と
の
考

え
が
示
さ
れ
た
。

次
に
、
費
用
負
担
の
割
合
に
つ
い
て
は
、

最
終
的
に
地
元
負
担
は
五
十
二
パ

ー
セ
ン

ト
に
決
定
さ
れ
、
五
十
七
年
度
か
ら
五
十

九
年
度
ま
で
の
三
か
年
間
で
総
額
十

一
億

一
千
万
円
を
本
市
が
負
伊
す
る
こ
と
に
な

り
、
五
十
七
年
十
月
七
日
国
鉄
と
甲
府
市

の
問
で
工
事
協
定
が
締
結
を
さ
れ
た
。

こ
れ
に
伴
い

五
十
八
年
三
月
三
日
に
起

工
式
が
行
わ
れ
、
改
良
工
事
に
着
手
し
た
。

駅
ビ
ル
の
着
工
は
五
十
九
年
四
月
で
六

十
年
秋
に
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
、
判
現

H

似
に

つ
い
て
は
椴
幅
八
十
七
・
五
メ
ー
ト
ル
、

奥
行
約
三
十
メ
ー
ト
ル
、
五
階
建
で
約
一

万
四
千
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
入
居
す

ム
笛

る
テ
ナ
ン
ト
募
集
は
十
月
頃
の
見
通
し
で

あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
閉
会
中

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
陳
情
書
「
甲
府

駅
の
近
代
化
に
つ
い
て
」
は
、
陳
情
内
容

の
取
扱
い
に
つ
い
て
陳
情
人
と
の
話
し
合

い
を
行
っ
た
結
果
、
陳
情
人
か
ら
取
り
下

げ
願
い
が
提
出
を
さ
れ
た
。

国
民
体
育
大
会
対
策

調
査
特
別
委
員
会

本
特
別
委
員
会
の
主
な
調
査
活
動
は
次

の
と
お
り
で
す
。

一
主
会
場
の
用
地
買
収
状
況
は
、
第
一

工
区
九
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
第
二
工
区

九
十
一

パ
ー
セ
ン
ト
が
買
収
済
み
で
あ

り
、
未
買
収
地
に
つ
い
て
も
、
五
十
八

年
中
に
買
収
完
了
予
定
。

一
主
会
場
の
建
設
状
況
は
、
第
一
工
区

造
成
工
事
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
陸
上
競

技
場
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
工
事
七
十
パ
ー

セ
ン
ト
の
進
妙
を
一不
し
、
第
二
工
区
は
、

体
育
館
部
分
の
造
成
が
終
了
し
、
五
十

八
年
度
完
成
に
む
け
体
育
館
の
建
設
工

事
に
着
手
し
て
い
る
。

一
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
県
移
管
後
の

代
替
施
設
確
保
に
つ
い
て
は
、
県
有
施

設
を
市
に
移
管
さ
れ
る
よ
う
折
衡
を
重

ね
、
国
体
開
催
時
ま
で
に
は
結
論
を
出

し
て
い
き
た
い
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

一
南
部
隣
按
地
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
が
新

た
に
公
悶
区
域
と
し
て
決
定
、
公
園
の

全
体
面
積
は
四
十
二
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
変
更
さ
れ
た
。

ま
た
、
か
い
じ
国
体
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
等
む
決
定
し
、
市
民
の
聞
に
も
国
体
意

識
が
高
ま
る
中
で
、
五
十
八
年
度
中
に
市

民
運
動
推
進
委
員
会
も
結
成
の
見
通
じ
と

な
り
、
庁
内
組
織
の
強
化
を
図
り
、
な
お

一
一
層
努
力
し
て
い
く
旨
の
決
意
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

地
震
防
災
対
策

調
査
特
別
委
員
会

本
特
別
委
員
会
の
主
な
調
査
活
動
は
次

の
と
お
り
で
す
。

一
山
梨
大
学
教
授
西
宮
克
彦
氏
に
よ
る
、

大
規
模
地
震
対
策
に
関
す
る
講
演
会
を

開
催
、
甲
府
市
の
地
形
・
地
質
等
に
つ

い
て
講
義
を
受
け
、
地
震
防
災
対
策
に

つ
い
て
の
認
識
を
深
め
た
。

一
山
梨
県
立
防
災
安
全
セ
ン
タ
ー
と
市

南
部
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
防
災
セ
ン
タ
ー

を
視
察
、
防
災
に
対
す
る
知
識
や
技
術

を
習
得
し
、
防
災
用
資
機
材
等
の
実
態

を
調
査
し
た
。

一
北
海
道
日
高
地
方
を
襲
っ
た
震
度
六

(
烈
震
)
の
浦
河
沖
地
震
の
被
害
状
況
、

防
災
対
策
等
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

一
昭
和
五
十
七
年
度
地
震
防
災
対
策
事

業
実
績
と
五
十
八
年
度
の
事
業
概
要
に

つ
い
て
審
査
し
、
防
災
資
機
材
等
繋
備

充
実
を
図
り
、
そ
の
活
用
に
万
全
を
期

す
こ
と
を
要
望
し
た
。

近
時
、
富
士
山
大
爆
発
説
や
、
東
京
直

下
型
地
震
説
、
ま
た
頻
発
す
る
伊
豆
沖
地

震
等
が
あ
る
が
、
本
市
の
防
災
対
策
は
、

着
々
繁
備
さ
れ
つ
つ
あ
リ
、
今
後
取
り
組

ま
る
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
問
題
も
多
く
、

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
今
後
と

も
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。
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不
採
択
に
な
っ
た
も
の

〔
佳
設
経
済
委
員
会
〕

O
寿
・
宝
地
区
区
画
整
理
反
対
(
寿
地
区

明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
会
代
表
・

笠
井
斉
ほ
か
)

継
続
審
査
す
る
も
の

〔
総
務
委
員
会
〕

O
朝
鮮
の
自
主
的
平
和
統
一
実
現
の
た
め

の
高
麗
民
主
連
邦
共
和
国
創
立
方
案
を
支

持
す
る
決
機
(
叩
府
市
国
母
七
丁
目

一

四
・
朴
削
mu
山
其
)

O
軍
事
貨
を
削
り
、
教
育
の
充
実
(
新
日

本
婦
人
の
会
叩
府
支
部
代
表

・
中
野
朱
実

校
)

O
徴
兵
制
、
稼
兵
凪
柑
持
ち
込
み
反
対
、
核

基
地
価
摺
去
、
非
核
三
原
則
法
制
定
中
、
採

択
分
を
除
〈
(
新
日
本
婦
人
の
会
叩
府
支

部
代
表
・
中
野
朱
実
伎
)

O
第
二
次
臨
時
行
政
鯛
査
会
『
第
一
次
答

申
」
に
反
対
し
、
〈
ら
し
を
守
る
こ
と

(
新
日
本
婦
人
の
会
叩
府
支
部
代
表
・
中

野
朱
実
校
)

。
縮
図
神
社
公
式
参
拝
に
反
対
す
る
件

(
叩
府
市
朝
気
二
丁
目
一
ー
ー
六
・
小
山
山

忠
美
ほ
か
)

〔
民
生
委
員
会
〕

O
優
生
保
謹
法
の
改
正
(
南
巨
摩
郡
鰍
沢
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町
一
七
三
じ
・
望
月
山
三
ほ
か
)

O
優
生
保
護
法
の
一
部
改
正
に
反
対
す
る

意
見
書
提
出
(
新
日
本
婦
人
の
会
中
府
支

部
代
表
・
中
野
朱
実
校
)

O
優
生
保
護
法
第
十
四
条
(
第
一
項
第
四

号
)
の
削
除
反
対

(叩
府
市
宝

一
丁
目
九

|
一
中
府
共
立
病
院

・
上
心
場
正
光
)

O
北
新
保
育
所
の
延
長
保
育
の
制
度
化

(
叩
府
市
羽
黒
町
一

O
五
三
|
四

・
田
中

a礼
子
ほ
か
)

O
優
生
保
護
法
の
「
改
正
」
反
対

(
日
本

婦
人
会
議
山
梨
県
本
都
議
長
・
向
山
き
久

子
ほ
か
)

O
優
生
保
護
法
改
正
反
対
(
山
烈
県
医
附

会
長
・
竹
出
茂
樹
ほ
か
)

〔
建
設
統
一
的
委
員
会
〕

O
城
東
地
区
区
画
整
理
推
進

(
城
東
地
区

区
画
務
理
推
進
協
議
会
々
長
・
柳
沢
卯
ヂ

ほ
か
)

。
大
型
腐
出
庖
規
制
(
川
γ
府
民
主
商
工
会

会
長

・
筒
井
昭
治
)

O
滅
東
地
区
区
画
整
理
事
業
計
画
反
対

(叩
山
川
市
城
東
三
丁
目

l
Jハ
l
l
Jハ
・
小

佐
野
総
一
郎
ほ
か
)

O
甲
府
中
心
商
庖
街
区
域
の
街
づ
く
り
構

想
(
中
山
川
市
中
央
商
市
街
併
開
発
安
民
会

々
日
以
・
太
田
川
一
郎
)

O
甲
府
市
の
歯
周
『
カ
ワ
セ
ミ
」
制
定

(日

本
野
鳥
の
会
叩
附
文
部
長
・
州
川
山
仰
)

〔
総
務
・
民
生
・
往
ぷ
M
M
治
安
い
以
会
〕

会
労
働
組
九
円
安
H
H
u
u
k

・
土
地
印
彦
ほ
か
)

〔川
γ
山
川
駅
川
一
代
化
促
進
・
交
通
問
題
調

上
旬
科
別
会
民
会
〕

O
甲
府
駅
近
代
化
に
伴
う
大
規
模
商
業
施

設
反
対

(川γ
府
湖
町
術
連
山
会
長

・
太
旧

似

一
郎
)

O
甲
府
駅
に
大
規
模
商
業
施
設
併
設
反
対

(川
1

府
駅
商
業
地
設
反
対
期
成
同
山
会
長

継

続

審

査

す

る

も

の

・

飯

山

哲

)

〔
総
務
委
民
会
〕

O
甲
府
駅
近
代
化

(中
府
駅
前
発
展
共
栄

O
靖
国
問
題

(
安
保
似
来

・
ぷ
要

求

れ

徹

会

長

・
山
坂
泌
太
郎
)

山
利
木
県
実
行
委
員
会
山
製
勤
労
者
医
療
協

O
甲
府
駅
近
代
化
及
び
貨
物
ホ

l
ム
の
移

〔
昭
和
五
十
七
年
九
月
及
び
十
二
月
定
例
会
採
択
の
〕

請
願
陳
情
は
ど
う
処
理
さ
れ
た
か

き

3
3市
長

結

果

報

告

3
3著

O
軍
事
由
貿
を
減
ら
し
、
増
税
と
物
価
値
上

げ
を
や
め
て
く
ら
し
を
守
る
ニ
と

(第
二

十
三
凶
山
製
母
波
大
会
実
行
委
民
長
・
山

本
つ
る
代
)

• 

繍
願

マ
道
路
の
整
備
(
川
γ
府
市
丸
の
内
二
丁
目

七
番
二
号
白
水
会
々
長
・
川
口
良
直
ほ

か

)
l当
該
地
域
は
現
約
駅
前
拘
開
発
の

計
画
が
進
行
中
で
あ
り
、
ご
指
摘
の
市
道

は
汁
刷
区
域
内
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

拘
開
発
一
計
画
と
の
終
合
性
を
図
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
都
市
開
発
部
と
協
議
を
し
て

い
る
が
、
地
元
で
般
討
し
て
い
る
法
本
計

耐
の
進
行
を
み
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

陳
情

マ
農
用
地
区
域
の
指
定
除
外

(
和
戸
川
本
実

組
九
円
以
・
棚
木
鈎
雄
ほ
か

)
H
川
年
三
月

地
川
関
係
者
と
協
議
を
し
た
結
果
、
従
米

の
土
地
利
用
計
画
を
比
例
本
と
し
、
土
地
改

良
事
業
等
保
興
計
耐
の
笑
施
予
定
地
域
に

つ
い
て
は
い
制
入
し
、
今
後
ウ
ィ
ル
ス
フ
リ

等
催
良
樹

4
入
問
題
も
巧
廠
し
、
引
き

続
き
対
応
し
て
い
く
。

マ
寿
・
宝
地
区
一
部
に
対
す
る
土
地
区
画

整
理
事
業
の
区
域
境
界
線
設
定
に
つ
い
て

の
異
織

(
叩
府
市
宝
二
丁
目
第
二
白
治
会
長

.
保
坂
恒
政
ほ
か

)
l地
元
の
'
器
官
望
の
と
お

り
、
既
に
道
路
の
中
央
で
境
界
設
定
を
し
た
。

マ
火
葬
場
改
築
(
叩
府
市
内
キ
リ
ス
ト
教

一
円
以
悠
談
会
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
甲
府

教
会
・
三
和
約
夫
ほ
か

)
l火
葬
場
改
築

に
あ
た
り
、
儀
礼
を
行
う
設
備
は
ど
の
宗

教
、
山
川
派
に
も
属
さ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

ま
た
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
岐
に
特
定
の

山
教
色
を
取
り
除
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

を
1
分
尊
草
す
る
な
か
で
対
応
し
て
い
る
。

マ
甲
府
駅
周
辺
の
再
開
発
事
*
推
進
(
叩

府
駅
前
発
展
会
々
長
・
中
込
査
一
ほ
か
)

l
中
府
駅
西
側
地
域
で
、
二
月

1
三
月
中

に
併
開
発
事
業
準
備
組
合
を
設
立
し
よ
う

と
い
う
気
通
が
高
ま
っ
て
き
た
の
で
、
設

立
を
村
極
的
に
指
呼
し
て
い
る
。
今
後
、

泊
中
備
組
A
H
と
十
分
述
般
を
と
り
な
が
ら
、

事
業
化
へ
d

向
け
て
指
，4
し
て
い
く
。

会 O は転
々甲か(
1* 府 ~ '1' 
・駅府
中近駅
込代前
を化交
一計展
Li函会
か(々
~ '1'長
府-
駅 中
西ii 込
発杢
展一

~ψφ 

a'主
主
も
過
ぎ
、
四
方
の
山
々
も
紋
に
つ

つ
ま
れ
、
日
ご
と
に
鮮
や
か
さ
を
増
し
、

新
し
い
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
今
日
こ
の
頃

と
な
り
ま
し
た
。

-
統
一
地
方
選
挙
も
終
わ
り
改
選
後
初
の

「
市
議
会
だ
よ
り
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

本
号
は
新
年
度
の
条
例
・
予
算
を
審
議

し
た
三
月
定
例
会
の
模
様
と
、
統
一
選
で

市
民
の
皆
様
の
与
望
を
に
な
い
当
選
さ
れ

た
「
新
議
員
の
横
顔
」
の
紹
介
等
五
月
臨

時
会
を
中
心
に
お
伝
え
し
ま
す
。

A'議
会
だ
よ
り
は
本
号
か
ら
版
刑
L

が
変
り

ま
し
た
。
創
刊
以
来
十
四
年
間
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
か
ら
、
市
広

報
と
同
じ
A
四
判
で
発
行
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
な
お
一
層
み
や

す
く
、
親
し
み
ゃ
す
い
紙
面
づ
く
り
を
、

私
共
新
し
い
編
集
委
員
一
同
心
が
け
て
ま

い
り
ま
す
。

市
組
会
だ
よ
り
編
集
委
員

制
集
委
員
長
長
州
正
左
衛
門

H

副

委

員

長

早

川

光

園

H

委

員

福

島

勇

H

H

三

井

五

郎

中

込

孝

文

秋

山

雅

司

富

永

政

男

岡

田

修
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11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 


